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衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
歯
科
診
療
の
予
防
医
学
、
介
護
予
防
に
お
け
る
位
置
付
け
並
び
に
診
療
報
酬
請
求
に
対

す
る
審
査
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

く
う

口
腔
内
を
清
潔
に
保
ち
、
む
し
歯
、
歯
周
病
等
の
疾
患
を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
診
療
と
し
て
適
切
な
予
防
処
置
や
保
健

指
導
等
を
行
う
こ
と
は
、
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
予
防
医
学
又
は
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
口
腔
機
能
の
向
上
及
び
維
持
管
理
は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
観
点
か
ら

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
の
歯
科
診
療
報
酬
の
改
定
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対

象
と
し
て
、
歯
科
疾
患
の
総
合
的
な
管
理
及
び
継
続
的
な
口
腔
機
能
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
を
評
価
し
た
後
期
高
齢
者
在

宅
療
養
口
腔
機
能
管
理
料
を
新
設
し
た
ほ
か
、
平
成
十
八
年
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
に
お
い
て
も
、
口
腔
機
能
の
低
下
し
て

い
る
者
や
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
を
対
象
と
し
て
、
口
腔
機
能
の
低
下
を
早
期
に
発
見
し
、
口
腔
機
能
の
向
上
に
資
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
評
価
し
た
口
腔
機
能
向
上
加
算
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
口
腔
機
能
の
向
上

一



及
び
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
歯
科
診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
に
お
け
る
適
切
な
評
価
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
歯
周
病
と
糖
尿
病
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
、
国
民
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
今
後
と
も
、
口
腔
の
健
康
と
全
身
の
健
康
の
関
係
に
つ
い
て
科
学
的
な

知
見
の
集
積
を
図
る
観
点
か
ら
、
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
の
「
基
金
年
報
（
平
成
十
八
年
度
版
）
」
に
よ
る
と
、
平

成
十
八
年
度
の
神
奈
川
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
神
奈
川
県
基
金
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
歯
科
診
療
報

酬
の
請
求
に
対
す
る
原
審
査
の
査
定
額
は
二
億
三
千
三
百
四
十
六
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
国
合
計
八
億
二
百
六
十
九
万

円
の
約
二
十
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

ま
た
、
査
定
率
（
歯
科
診
療
報
酬
の
請
求
に
対
す
る
原
審
査
の
査
定
件
数
を
請
求
件
数
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
の
神
奈
川
県
基
金
の
査
定
率
が
約
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同

年
度
の
基
金
全
体
の
査
定
率
が
、
約
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

二



四
の
�
に
つ
い
て

基
金
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
神
奈
川
県
基
金
に
お
い
て
は
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

九
十
二
号
）
等
に
つ
い
て
、
一
部
一
般
的
な
解
釈
と
は
異
な
る
解
釈
を
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
歯
科
の
診
療
報
酬
明
細
書
に

記
載
不
備
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
の
訂
正
の
た
め
に
当
該
明
細
書
を
医
療
機
関
に
返
戻
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
査
定
を

行
っ
て
い
た
こ
と
等
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
神
奈
川
県
基
金
の
査
定
率
が
全
国
の
も
の
と
比
べ
て

高
い
こ
と
の
主
な
要
因
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
神
奈
川
県
基
金
の
事
例
を
踏
ま
え
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
五
十
九
号
）
等
の
解
釈
が
各
都
道
府
県
の
審
査
支
払
機
関
に
お
い
て
統
一
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
解
釈
に
係
る
文
書
を
可
及

的
速
や
か
に
審
査
支
払
機
関
等
に
対
し
て
発
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
明
細
書
の
返
戻
等
に
つ
い
て
、

基
金
を
通
じ
て
神
奈
川
県
基
金
に
対
し
て
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

三


